






要約:開心術後の不整脈の現況を把握する目的で、本年度は心室内操作後の不整脈の現況を

検討した。心室内操作術例の代表としてTOF(手術死亡1.O%)、C-ECD(同10.5%)、VSD(同O.7%)

の 3 病型をとりあげ、根治術後の不整脈および遠隔死を検討した結果、①少数例ではある

が、術後数年を経て VPC の発現をみることがある、②CRBBB,CRBBB+左軸偏位(LAD)や房室ブ

ロックが、より高度な不整脈へ進展することはない、③不整脈死は極く少ない、との印象

を得た。 


